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宝くじ番号自動照合機の開発
Development oftheAutomatic Win Check Machine

近年宝く じの人気が高まるにつれて,′た:く じ券の写芭行枚数が大幅に増加してきて

おl),販売窓口での当たりく じの†1くi台･業務の員柑がjlごりすとともに,顧客の店頭で♂)

待ち時間増加,店員の痛労増とこれに伴う照合トラブルのおそれなどの問題を生じ

てきている｡これらの問詰賀の解f央を図るために,岬でナ業務の機イ城化策として宝く じ

番号t-tl動粥号介機の開発を行なったr〕

今回開発した貫く じ番号日動照合機は,発展若Lいマイクロプロセリサによる削

徒附支術を用い､OCRにより才由せん番号の読取り岬†ナを迅速,正確に行なうとともに,

集計処理,当せん番号フ7イルの更新をオンラインで山車帥勺に行なう ものである｡

その結果,販売窓口の業務を著しく軽減し,顧客の待ち日1川那加机 旦‾!くiでナトラブルl坊

JLなど,宝く じ取扱い業務の合理化,顧布サーーービスの向上に役立っている‥

ll 緒 言

現在我が国の宝く じ人Uは推定2,700‾ガ人,宝く じ券の年

発行回数185回,年売卜高は数千億円に達し,更に増大が妃

込まれている｡しかし,このような宝く じの降櫨の陰に種々

の問題も生じている｡

それは,発行量の増大に伴う敗売店窓rl♂)当せん番号順合

作業の増加,毎週抽せん日ごとの当せん番号フ7一イルの全回

配布作業の増加,あるいは年間数行億円にも達する未払当せ

ん余の防止などであり,今回開発した宝く じ番号日動岬でナ俄

に,これら問題の解ブ央が某月待されている｡

また,照合作業の機械化によって機械の特性である照合作

業の正確性を利用し,従来鞘でナ作業の煩わしさから見送られ

ていた一字追い賞など新Lいアイディアも実現の可能性か高

まってきた｡

ヽ

図l 宝く じ番号自動照合機

の外観 装置は宝くじ売場に設

置L,宝く じ券の｢当たり+｢外れ+

の照合を行なう｡
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ここでは,今回開発した宕く じ番号自動照合機の構成,仕

様及びその特良について紹介する｡

B 装置の概要

図lに本装置の外観をホす｡この装置は宝く じ券売場の窓

口に設置するので,小形･軽量化を図るとともに,照合操作

ができるだけ簡単になるように二1二夫されている｡

本装置の機能の概略は,二大に述べるとおりである｡

(1)挿人r+に一括セ､ソトされた宝く じ券を,1校ずつ取り出

し搬送して,OCR(光学式文字読】叔り装置)で望埋番号と才由せ

ん番ぢ･を読み取る｡

(2)上記(1)の読取i)デ【タを装置内蔵の当せん蘇弓･ファイル

と肘†ナLて,当たり,外れの判別,券の真偽チェック,有効

挿入口

日付ダイヤルカバーキー

操作部

当たりスタッカ

FD(フレキシブルディスク)カバーキー

外れスタッカ
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■
リジェクトスタッカ
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注:重量(約60k9)
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期判子ェ

れ+,｢り

るし,また,

｢ハズ､レ+

ックなどを行ない,挿入された券を｢当たり+,｢外

ジュクト+グ)3椎突如二分粕し,各スタッカに排出す

当たり券は当せん余省ど主などを印字し,外れ券は

と印了こする〔.リジェクト券は無印′=トとするしつ

(3)モくじ券の仲子ナ処理結果を集計して,明細苦を発行する二

(4)センターからオンラインで,本装置のフレキンフ､′レディ

スクの当せん番号フ7イルを更新するり

(5)1日の取rjl結果を架計L,でナ計真に印字する｡

(6)操作パネルのキーを操作することによって,装置グ)各部

を仙別に診断Lて､正常かどうか容易に.言合断することかでき

る白亡診断テストプログラムを内儀している.｡

凶 装置の構成と仕様

本装置の構成と仕様を図2,及び表1にホす｡

(1)操 作部

キー,スイッチ､発光デイオート.口付.設定ダイヤルなど

で構成している.｡

(2)証崇読取り機構

′去:くじ券を一括セットするホッパと,二i三く じ券を1イこ丈ずつ

ホリパから取りrilして搬送する機構,放びOCRなどで構成し

ている｡〕仁己く じ券は,一一度顧茶の手にi度ったものであるため,

新券の二状態のもの,折りたたまれたもの,及び悔んだものな

ど多様で,二れを1枚ずつホッパから収り｢臼Lて,スムーズ

に搬送する技術は,大変弓推Lい技術の一つで,本装置では咤

席日動予約システムの航空券処理技術1)をべ一スに,′ト形の

機構でこれを実現Lた｡

(3)証票印字機構

二‾i三くじ券や明細書に印′i二を行なう機楠で,毎秒180′‾j･二♂)高

速シリアル トソトプリンタを使用し,鮮明な印字を行なって

いる｢〕
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図2 宝くじ番号自動照合機の構成 各部を小形化Lて,装置内に高

密度に実装Lた｡
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表l 宝く じ番号自動照合機の概略仕様 宝くじ証票の照合処理は,

l枚秒以上で処王里できる｡

項 且 仕 様

言正

萱
昌つ一己

取

証票挿入枚数 100枚′/匡]

読取 り 文 字
OCR Bフォント(サイズⅠ)ほ桁

り

機

構
部

宝く じ証票特殊フォント6桁

証票読取り速度 l枚.′′秒以上

言正

票

印

字

機

構

部

印 字 方 式 シリアル トソト マトリックス方式

印 字 速 度 180字ノ′秒

印 字 間 隔
.】dLrl(2.54mm)

印 字 色 黒

イ ンクリ ボン ワンタッチカセット式

語 分 筆頁 種 別 当たり(上段)外れ(中段)
分

挙員
機

構
部

(返却口種別) リジェクト(下段)

返 却 口 容 量 約100枚

制

御
部

テフ

イレ

芸子
携1
構フ

制 々郵 方 式 マイクロプロセッサ制御方式

記 憶 容 量 約】Mバイト

媒 体 8in両面倍密度

記 憶 内 容
制御用マイクロプログラム

郡ル 当せん番号ファイル

イ
ン

タ
フ

エ

l

ス

邪

接 売売 形 態 公衆通信回線モデムl′200bps内蔵

接 続 装 置 日本電イ言電話公社MA形網制御装置

伝 送 速 度 l.200bps

同 期 方 式 SYN同期方式

(4)証票分=矩機怖

当た1)､外れ及びリ ジェクトの各スタ､ソカと,搬送上略を切

り伴え,それぞれのスタッカへ宝く じ券を排出する切替ゲー

トから構成されているこつ

(5)r別 御 部

利子卸部は妓近特に技術進歩が著しいマイクロブロセリサ制

御方式を採用し,使用素子に多くのLSIをf古川Lたことによ

って極めてコンパクトに構成されている｡制御部は,仝機械

弓幾構部の音別御,フレキシブルディ スク,イ ンタフェース部を

サポートし,ICメモリを128kバイトもっているが,制御部か

装置の全容枯に【1iめる割合は,1ノ剖以下となっている｢〕

(6)電i原 那

一毒腺一部は′ト形にするために,多出ノJチャネルの電i悦用にトiH

発したユニークなノ逼り虫担柑各方式を採用したことによって,谷

柿一出力比の′トさいコンパクトな電i傾となっている｡

(7)フレキシブルディ スク機構部

記憶容量1Mバイト,8inl山j面倍密度の記憶喋体を使用し,

本装帯の制御プログラムと,有効期間(1年間)内の当せん番

‾ぢ-を記憶している｡

田 主要部の動作と特長

4.1操作パネルの特長

本装置はオペレ【タとLて,幅広い層を対象としている

ので,操作を簡単にすることに主眼をおいた｡本装置では,

キー操作を発光デイオーードの点滅で指示しており,オペレー

タは指示に従って,2種類のキ【を操作するだけで照合作業

を行なうことができる｡操作パネルには,2桁の数字表示器

があI),すべてのトラブルをコード変換して表示するので,

容易に対応することができる｡図3に本装置の操作手順を示す｡



4.2 0CRによる番号の読取り

図4は7;く じ券の自動貝くi合化のた〆)に,デザインを一桁し

たこた:くじ券である｡OCRは図4の幣埋番号と抽せん番号をて涜

ふ取るが,向番号はデザイン上二の配慮かごっ同一一線卜にないた

め,それぞれ専用に小形のOCRを取り付けて,改行処理を省

き処理時田Jの知縮を図っている｡

図4の較理番号はJIS(日本工業規格)に定める,OCR周B

フォントであるが,f由せん番号は一意く じ絹にデザインした特

殊フォントであり,この`子二体は線幅が一走でなく,かつ線幅

の細い部分はBフォントよりも細いため,小形のOCRでは処

宝くじ番号自動照合機の開発 663

埋Lにくい字体である:7 二のた♂)､特殊フォントを処理する

OCRグ)アルゴリズムの開発では,多旨i二の二iこく じ券を使用Lて,

アルゴリ スームグ)ブラソシュアソフを【女Ⅰるととい二,印刷メェ

カー.と協力して,印刷品質の管理堪唯とのマッチングをとる

ことによって,二=iてこく じ用に過Lた小形のOCRを開発すること

ができた｡

4.3 オンラインの機能

図5に,宝く じ番号日動岬′ナシステムの構成をホす｡,オン

ラインでは,一次♂〕各項の処理を行なっている｡

(1)紘遡行なわれる抽せんご七に,全国に設吊した本装1妄三】:♂)

立 上 げ 操 作 宝 く じ 券 照 合 操 作 終 了 操 作
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当せん金を支払う｡

図3 宝く じ番号自動照

合機の操作手順 立上げ

操作は管王里者が行なう｡キーの

操作手順は,発光ダイオードの

点乙成で指示する｡

一一拍せん番号
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終了キー押下げ

1日の集計を印字

注:記号の説明

⊂コ(オペレータ操作)

[](装置の動作)
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図4 自動照合用にデザイン

された宝く じ券 整理番号と

印字エリアの追加が,従来のデザイ

ンと大きく異なる｡

登園く､貞 治
宝 ぐ､､ じ

琴温顔.履固

糠せん尽昭和5了率掟紆3】日食

¥湘､タて23与5る7番9′さ1J脚謡畿芸緩葺喜箋昌豊一妥
曲 射出出肝

†
整理番号

末書は三

､_〟…′〟ル…､嬰や円一

泰阜魂⊥妙喪銀行

†
印字エリア



664 日立評論 VOL.65 No.9(1983-9)
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公衆通

信回線

支 店

支 店

宝くじ番号

自動照合機

宝くじ番号

自動照合機

図5 宝く じ番号自動照合システム 公衆通信回緑を利用した当せん

番号表の伝送ルートを示す｡当せん番号は,抽選後ただちに全国各地の宝く じ

番号自動照合機に転送される｡

フレキシブルディスク媒体の当せん番号ファイルを更新する｡｡

(2)仝匝Ⅰに設置した本装置の統計情報,障害情報を収集して,

稼動管理を行なう｡

(3)本装置の設置時,端末番号の更新,驚錨などを行なうっ

本装置は当せん番号の吏新以外,オンラインは解fナ作業に

必要でなく,当せん番号ファイルを本端末内のフレキシブル

!
1
〉
/
.

論 文

テ■ィ スクに格納Lているので,回線障害暗もオフラインで月てi

合作業を実行することかできる｡

4.4 機能の拡張性

本装置の制御プログラムは,フレキシブルディスクの媒体

に収脊されているので,次に述べるような特長がある｡

(1)フレキシブルディスク媒体の人件えでプログラムを変吏

できるので,機能ク)拡張要求に柔軟に対応できる｡

(2)′卜規模なプログラム変更は,センターからオンラインで

疫新することかできる｡

不精長は,二王く じ券グ)種類か増えて,本装置の機能を拡粧

する場′汁に睦めて有効である｡

B 結 言

今臥 ′京くじ券の敗完窓口の業務合卿ヒ施策と..して,初め

て宝くじ番号日動照合機を開発し,機械化を【潔トっ'■た｡今後,

宅く じの発売高は更に増加し,く じの椎餌もし､ろいろなアイ

ディアを盛り込んで多様化してくると思われるので,今回開

発Lたti;く じ番号自動岬合俄に対し,よりいっそうの′ト形化,

高速処理化,あるいは節しい機能の追加などのニーズが増え

ると予想される｡今後,これらのニーズにこたえて,本開発

で得た桔術をいっそう発展,改良してより傾いやすく,顧客

に軌ま､れる装置を開発してい♪くぢ-えである〔〕

拉後に,本紫i貰の開発に当たって種々御指導と御協力をい

ただいた,株式会社第一一勧業銀行殿はじめ関係各位に対し厚

く御礼申Lあげる次第である｡
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新Lい固体カラーカメラ

日立製作所 佐藤和弘

テレビジョン学会誌 37-2,川4～111(昭58-2)

国体カラーカメラは数少ない日本先導形

商品の一つで,この分野の研究は日本が欧

米を完全にリードしている｡ここでは最近

の技術レベルについて述べる｡

固体撮像素子はMOS形,CCD形.CPD

形に集約されつつあるが,ブルーミングや

垂直スミアなど,抱えている問題はほほ1司

じである｡MOS形固体撮像素子は,ブルー

ミング抑圧対策としてNPN構造をいち早く

採り入れ,ブルーミングの原因となる余分

な電荷を基板方向に流し出している｡CCD

形固体撮像素子も最近npn構造を採用した

ものが現われ,ブルーミングの低減効果を

上げているが,CCD形固体撮像素子の場合

には素子の構造上プロセス技術や素子の駆

動などに新しい工夫が必要である｡CPD形

固体撮像素子は,オーバフロードレイン構

造を採用してブルーミングを抑圧するとと

いこ,信号電荷の転送前にスミア電荷を掃

除する方法で効果を上げている｡

固体撮條素子を用いた家庭用のカラーカ

6S

メラは,日立製作所のMOS形か価桔面でも

撮像管式に近づいてきたが,最近は更に高

解像度化,低雑音化の検討も進められ,新

しいタイプの撮條素子や新方式のカラ【化

方式も提案されている｡その一つは高解像

度化を目的として開発されたMOS形の単板

カラーカメラで,頼條素子の画素数は従来

の素子と同じであるか1行ごとに画素の配

列を半ピッチずらし,空間的な画素補間を

行なっているところに特徴がある｡色フィ

ルタはホワイト,シアン,イエローの補色形

で,感度が良〈画素補間の特長である高解

像度化の効果が得られるようになっている｡

CCD形の単板カラーカメラはインターラ

イン形の撮像素子を用いたものが主流にな

りつつある｡色フィルタは原色形と補色形

のものがあるが,感度の点で補色形か有利

であり,しだいに補色形か中心になるもの

と思われる｡

放送や産業用の分野でも固体カラーカメ

ラが注目されはじめ,R立電子株式会社や

日本一鑑気株式会社から3根式の固体カラ【

カメラが発表され,放送用などにも使用で

きる可能性が出てきた｡日立電子株式会社

が開発したカメラは,画素補間形のMOS形

撮像素子を3校用い,水平解像度350本を

得ている｡このカメラはアイリス,白バラ

ンスなど,各櫨のオート機能のほか,垂直

エンハンサ【回路やカラーバー発生械など,

プロ用カメラに必要な回路をほとんど備え

ている｡日本電気株式全社の3板カラーカ

メラは緑チャネルに2枚の撮像素子を用い,

赤と育子ャネルはストライプフィルタを装

着した1枚の掘像素子でまかなっている｡

緑チャネルの2枚の撮像素子は,水平方向

に半画素ずらしてあり,水平解條度の向上

を図っている｡

このように固体カメラは,当初の予想よ

りもはるかに進歩が早く,既に実用段1唱を

迎えつつある｡今後は垂直スミアなど撮像

管にない欠点を取り除くことが,固体撮像

素子の発展を更に促進させることになる｡




